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制
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法
學
博
士

瀧

本

基

礎

肚

會

の
獲

蓮

方

向

(
こ

…
…
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・文

學

士

高

田

租

税

の
限

度

に

就

き

て

(二
.完
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…
…
・法
學
博
士

神

戸

鎌

倉

時

代

の
家

族

制

度

(七
.
完
Y
.…
…
.…
曙
.文
學
博
士

三

浦

マ

ル

ク

ス
の
労

働

債

値

論

の
根

本

命

題

二

)
座

濟
學
土

掘

時

事

・閤
胤
題

.

脛

濟

界

不

安

の
縫

綾

…
…
…
…
…
…
・…
・…

・.・法
學
里

山

戸

田

超

過

所

得

税

論

…

・・…

・…

.・・…

…

・…

.…

…

…

..渋

墨

博

士

雑

盤
跡

現

代

支

那

に
於

け
る
肚

會

上

の

一
鉄

階

…

.激

騨

壮

心

島

牧

穫

遽

増

減

の

諸

観

貼

..・…
…
・…
..・・…
・.・ζ
.注

學

士

石

川

ラ

レ

ー

の
「
和

蘭

貿

易

に
關

す
る
考

察

」
…
…
法

學

士

近

刊

の
輕

濟

史

に
關

す
る
三

著

述

・.・・…
・…
…
.法

學

士

誠

一

保

馬

正

雄

周

行

脛

夫

海

市

小
川

郷
太
郎

肪

馬

興

二

山

口
正
太
郎

本
庄
榮

治

郎

へ

函
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二
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ノ

サ

ー
・ウ

ォ
ル

タ

ー
・ラ

レ
ー

の

『
和
蘭

貿

易

に
關

す

る
考
察

」

山

口

正

太

郎

一
.
.

・

英
國
の
所
謂
世
界
商
椹
成
立
時
代
の
代
表
的
経
済
學

ロ

者

ト

マ

ス
、

マ
.ソ

の

出

つ

る

前

、

隔即
ち

ロ

ッ
シ
ャ
ー
.の

所お

謂

望
①
、O
}

象
潟

号
㎝
目
口
魅

ψ9
窪

内
。ざ
ユ
巴
「。
♂
訂

時
代

で
は
學
問

ご
し
て
の
経
濟

學
は
無

か
っ
た
が
時
事

論

ε
し
て
當
時

の
痛
蘭

の
外
国
翼

易

の
一隆
盛

に
刺
戟

せ

ら
れ

て
實
地

植
民
纒
瞥
者
間

か
ら

爲
敬
老

に
封
ず

込
献

策
或

は
海
外
旅
行

の
印
象
等
が
続

々
公

に
せ
ら

れ
如

何

に
し

て
和
蘭
「に
倣

っ
て
菜

園
を
富

ま
す

べ
き

か
、
國
椹

櫃
張

の
方

法
如

何
等

が
盛

ん
に
論

ぜ
ら

れ
て

メ

ル
カ

ソ

チ
リ
ズ

ム
殿

主
の
基
礎
を

形
成

し
た

の
で
あ

る
。

此
時

代
.に
全

き
.を

な
す

も

の
は

サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ

!

ラ

レ
ー

ω
マ

≦
巴
言
「
国
包
鑑
帆
げ

で
其
主

著

円
げ
o
自
♂
o
c
<
臼
k
鼠

ロ

芸

三

四
お
ρ

「
闘筈

p
a

げ
Φ
婁

梓凶h巳

Φ
3
℃
剛「o

o
h
O
言

言

は

▽

後
年

霞
銭

膏

氏
が
編
纂

し
た

国
色

葺

く
馨

α・
。・

血

の

中

暖

め
ら
れ
て
あ
る
が
畿

・
は
氏
が
當
時
の
国
王

㎞

ジ

ェ
ー

ム

ズ
.
一
世

に

献

じ

た

○
『
器

『
く
p
凱
o
富

庁o
ロ
∩
『
ヨ
四

.

鵠

同
旨

餌
Φ

p
口
匹
O
o
∋

ヨ
Φ
δ

Φ
三

盛

穿

①
団

o
一一四
民

①
「
"
磐

α

o
匪

興

駅

Z
m
ま

口
切
の
内

容
を
紹

介

し
よ
う

ご
思

ふ
。此
書

は

オ
「

㎞
灘
.

バ
ー

ス
ト
ー

ン
卿

が
彼

の
友

人

に
奥

へ
る
定

め
特

に
百

轟

五

十

部

だ

け

印

刷

.し

把

p

。・。
【0
2

。
塾

豊

o
昌

o
凍

6
母
8

'

隷

書

畠

く
ρ
ξ
9
三

〇

↓
酪

6
ヨ

o
コ

∩
o
ヨ

ヨ

①
8

①
,中

に

載

せ

ら

れ

識

て

る

る

。

、

蠕

、

二

%

予
は
和
蘭
を
旅
行
し
て
感

じ
た
事
は
今
月
世
界
の
驚

驚

異
ε
な

っ
て
み
る
和
蘭

の
富
力
ば
常

に
和
蘭
国
民
が
富

源
・
枯
ら
す
き

ε
の
努
力
の
策

で
あ
っ
て
我
藷

伽
羅

轍
撰
纂
総
論
嘱
癖
動

㎞繍

縢
継
簾
舞

籍
領
鵠

融脚縄

共
地

の
人

々
ぜ
交
ら
し

め
、
其
地

に
大

き
な
倉
庫

ω坤。
昂

り

勾

げ
o
島
Φω
を
建

て
自
國

の
生
産
品

で
自

国
で
飴
剰

ε
な

つ

＼
「



〆

,
'

甲

た
も
の
を
外
國
の
此
種
の
倉
庫
に
持
ち
込
ん
で
置

い
て

外
人
ご
交
換
し
て
互
利
を
得

る
。
此
事
は
国
富
増
進
が

主
な
る
目
的
で
は
あ
る
が
同
時
に
亦
、
、
国
内

の
貧
民
を

、
外
國
に
出
し
て
働

か
し
得
る
繹
で
彼
等
貧
民

の
救
済
ε

も
な
る
の
で
あ
る
。

和
蘭
人
が
我
英
国
人
よ
り
も
有
利
で
あ
む

一
例
は
和

蘭
人
鳳

渇
畠

(
一
種
の
沿
岸
貿
島
用
の
小
船

}
を
用
ひ

て
可
成
み
多
量

の
商
品
を
運
搬
す
惹
。
を
こ
で
ダ
ン
チ

ッ
ヒ
へ
向
け
て
同

じ
貨
物
を
英
国
船

ε
和
蘭
船

ε
で
競

争
す
る
ε
す
れ
ば
和
蘭
船
は
約
百
傍
運
賃
が
安
債
で
あ

る
、
そ
.れ
は
英
船

に
よ
る
ε
水
夫
が
三
十
人
か
、
る
が

痛
蘭
船
で
は
九
人
か
十
人
で
濟
む
か
ら
で
あ
る
。
其

一

航
海
で
二
十
人
の
水
夫
の
食
料

ε
賃

銀
が
違

っ
て
凍
る

渉
ん
な
有
様
で
沿
岸
貿
易
で
は
英
國
船
は
願
遂
せ
ら
れ

て
港
の
内
部
で
空
し
く
壊
れ
る
か
、
高

々

ニ
ュ
ー
カ
ヅ
ス

ル

へ
石
炭
を
積
載
す

る
た
め
出
航
す
る
位
で
あ
る
。

和
蘭

の
關
税
は
鹸
…出
、
輸
入
両
椀
ε
も
英
國
よ
り
も
.

安

い
。
例

へ
ば
二
隻
の
英
船
が
佛
國
の
ボ

ル
ド
ー
で
各

.

三
百
噸
の
葡
萄
酒
を
載
せ
て

一
隻
は
英
国

へ
.一
隻

は
和

蘭

へ
向

つ
た
ε
す

る
。
英
國
で
は
此
際
關
視
を
九
首
勝

取
る
が
相
聞
で
は
僅

か
に
五
十
膀
位
で
あ
る
。
瀾
税
で

國
冨
を
増
進
せ
し

め
よ
う
ピ
す

る
の
は
愚
策
で
あ

っ
て

關
視

が
安

い
ご
貿
易
が
盛
ん
に
な

っ
て
從

っ
て
国
富
も

増
し
却
て
關
税
で
損
を
す
る
の
を
補

つ
.て

飴

り

が

あ

る

り内
国
視
は
国
家

の
財
源
中
大
き
な
も
の
で
は
あ
ら
う

が
外
国
で
は
甚
だ
輕

い
、
ボ

ル
ド
!
で
は
六
顧
迄
の
葡

.
萄
酒
は
自
家
用
ご
し
て
無
視
で
あ
る
、
兎
に
角
挽
の
安

い
ご
云
ふ
事
は
國
民
殊

に
商
人
に
有
利
で
且
つ
元
気
を
、

與
え
る
も
の
だ
。

英
国
`
和
蘭

ご
を
比
較
し
て
後
者
の
優
れ
て
み
る
黙

を
擧
げ
る
ご
。

.

一
、
相
聞
人
は
大
き
な
倉
庫

を
造
る
か
ら
商
品
の
貯

藏

が
行
は
れ
從
て
取
引

が
大
量
に
な

る
。

二
、
和
蘭
人
は
自
園
内
で
も
國
外
で
も
外
国
人
ε
商

取
引
す
る
の
は
至
極
自
由
で
あ
る
こ
ご
。

三
、
.和
蘭
は
關
税
が
安

い
か
ら
外
囲
商
人
は
競

っ
て

彼
等

ご
取
引
を
し
よ
う
蔦
す
る
こ
ど
。

、

.

四
、
和
蘭
商
船
は
英
船

に
比
し
て
水
夫
の
藪
少
く
て
.

濟
む
を
以
て
運
賃
安
き
こ
ご
。

雑

録

、
サ
i
・
ウ
す

ル
グ
:

ヲ

レ
ー
の
『
和
蘭
貿
易

に
糊
す
る
考
察
』

第

+

一
巻

(第

二
號

』
三
七
)

二
人
七



咽

一

.

■

■

巳

雑

鋒

ザ

r
号

オ
ル

タ
互
・
ラ
レ
L
の
『
和
蘭
貿
易

に
聞
す
わ
考

琶

.

五

、
和
蘭

商
人

は
貿

易
事
務

に
熟
達

せ
る

こ
己
。

六

、
.和
蘭
漁

船

の
構
造

良
く
漁

獲

の
多

き
ご

ε
。
'

七

、
和
蘭

は
初

め
て
取
引
す

る
地
方

に
謝

し
て
怯
輸

入
輸

出
両
税
を
無

税
ざ
す

る
か
ら
其
地
方

ε

の
貿
易

を

凋
占

し
得

る

こ
ざ
。

(駐
一
ラ
レ
ー
常
勝
の
経
済
論
ば
多
く
實
際
家
の
手
に
減
っ
た
も
の
で

ラ
レ
ー
に
来
い
て
出
た
ト
マ
ス
、
マ
ン
の
如
き
し
東
印
度
會
戸祉
の

重
役
六
る
脛
鐵
か
ら
常
時
の
英
図
が
外
國
貿
易
ド
よ
り
國
灌
為
伸
張

ゼ
な
け
れ
ば
ぼ
ら
ぬ
事
解
述
べ
た
の
で
極
端
攻
ム
商
人
崇
拝
論
で
あ
.

ろ

覆

の
名
券

叢

鴇

莚

。h
巴
一
貞
邑

ζ

蓄

∋
晶

晶

o
⊃
冨

記
o
菖
落

口
f
げ
R
窪

器

ゴ
①
目
昂
叶
げ
〇
四

国

5
n
号
巴

》
碧

コ
け

」

口

骨眩
い
・,
『。
叩
け
げ
⊆
ω印コ
話

芸

ぞ

み

る
、

岬

。
の
青

ア
ダ

ム
、

ス
ミ

ス
が
賞

讃

し

た
如
く

商
業
立

国

商

人

崇

拝

の
極

致

で

あ

っ
て

賣

る
な
多
く

し

て
買

う

為
少
く

す

る
こ
ε

に

よ

っ
て

尠
く
ひ
畳

m
肛
o

、
bd
巴
初
口
富

々
作

ろ
こ

ε
が
國
樒

伸

張

の
第

一
義

で

あ

る
事

な
高

調

t

だ

純
商

人
論

で

め

ろ
。

ラ

レ
ー

の
時

代

に
和

蘭
最

隆
盛

時

代
で
英

図

に
建

っ
て

に

和
蘭
羨

望

時

代

ご
、

云

ふ

.へ
き

も

の
で
當

時

の
學
者

實

際
家

に
大

抵

、

和
蘭

の

隆

盛

准
述

べ
て
其

原

因

な
研
究

し
て

み

る
。
践

に

一
例

こ

し
て

フ

ナ

・
ル
ト

レ
ー
な
親
丁げ

る

甲」

『
同

舟廿
O
一「

一昌
α
口
u自ρユ
O
目
叩

血
=
凶σq
O
,
(①

一壱

皐

註

ρ

島
2

器

8
け
8

ζ

幹

三
昏
区

長

}

書

誤

銑
①
く卑

.

ヨ
Φ
零
。
「置

藻

鉢
詩

僧
乱

臣
叫

蓄

口
r
♂
母

ξ
.
「臣
。
℃
「。
諭
;

噛

9
n群

雲
巴

。

チ
契

窪

∩
。=

口
.旨

昌

留
ユ

§

冨

い石

年

毎

【

第
十

一
巻

(
第
二
號

一
.三
λ
)

二
八
八

　

量

磐

9

焉

B

号

已

忌

詞
っ
て

み

ろ
。

金

銀
過

重

、
輸

出
入

樒
伽側
論

に
當
旺
町
の
メ

ル

カ
、γ
チ
リ

ズ

ム
の
章

丁

に
あ
ら

ず
し

て
却

て
既

長
郷
濟

成

立

な

ケ
ル

ン
、

プ

ン
ク
ト

ピ
し
た

画

家

の
経
済

政
策
だ

ご
云

ふ

・

:
巴
げ
い
吉
田

凸
①
5
冨

匹
6
ヨ

〇
一D
o
口.

N
計

爵

ρ

6
一口
。
彗

〔げ

震

u亀・。
∋

ロ
σ
開

田n
乞
。
朋
雪

。

匂。
奮

ρい
三

〒

セ

の

冨
o
プ
勲津

遷

切o
ゲ
国
中
①
P

ビ
ツ

ヒ
ヤ
ー

の
解

糧

は
興
疎

め

る

問
題
で

あ

る
。

一昌

.

.佛
蘭
酉
で
は
年

に
二
回
或
は
三
回
.
關
祝
慶
課
せ
な

い
で
貿
易
を
許
す

こ
ご
が
み
る
、
其
將
に
は
往
時

に
は

英
國
品
を
持

っ
て
行

っ
て
交
換
し
て
踊
る
時
に
は
佛
國

　
　

.

品
を
澤
山
持

っ
て
踊
る
が
よ
い
。
丁
抹
で
は
商
業
を
繁

榮
せ
し
め
る
た
め
一
年
中
に
唯

一
.ケ
月
を
除

い
て
他

は

・關
税
を
取
ち
な
い
。
佛
、
葡
、
西
、
伊
、
土
、
東
印
度

の
商
品
は
大
抵
和
蘭
人
に
よ
っ
て
波
蘭
、
丁
抹
、
凋
逸

へ
迭
ら
れ
る
が
英
国
が
此
方
面
に
努
力
す

る
な
ら
ば
地

の
利
に
よ
っ
て
丁
度
よ

い
大
倉
庫
の
様
な
も
の
で
中
糖

す
る
の
に
便
利
で
あ
る
,
飢
饉

じ
な
る
ε
和
蘭
人
は
藪

首
艘

の
舟
に
乗
っ
て
我
英
國
を
取
り
巻
き
僅
か
な
商
品

で
澤
山
な
我
国
の
富
を
持

っ
て
蹄

6
.
こ
ん
な
時
に
は

和
蘭
以
外
ξ
通
商
取
引
す
る
こ
ε
は
出
京
な

い
。
∴
だ
か

■

ThomasMun,England'sTreasurebyForeignTrade・1664・..Ashley'5
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の
の



'

.

ら
此
弊
害
を
除
表
す
る
た
め
に
は
船
を
多
く
作
り
且

つ

.

商
人
を
養
成
し
て
我
國
の
富
を
他
國

へ
出
さ
漁
様

に
要

心
す
る
の
み
で
無
く
外
國

の
富
を
奪

っ
て
来
る
こ
ざ
が

必
要
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
は
常
に
七
十
萬

ク
ナ
ー
タ
ー

の

穀
物
を
鉄

か
し
陀
事
が
無
く
其
以
上
當

に
貯

え
て
み
な

そ
れ
で
英
國
に
飢
饉
が
あ
る
.ご
例

へ
ば
今
を
去
る
六
年

前

の
標

な
飢
饉
に
は

ハ
ン
ブ
ル
グ
叉
は
和
蘭

か
ら
穀
物

を
供
給
す

る
、
そ
の
判
償

ε
し
て

一
年
学
の
中
に
サ
ず

ン
プ
ト
ン
ε
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
二
拾
萬
榜

の
金
が
持

っ

て
行

か
れ
た
、
だ
か
ら
飢
饉
が
み
る
毎

に
和
蘭

の
冨
を

増
す

こ
ε
に
な
る
。
而
蘭
ぽ
常

に
汲
百
隻
乃
至
六
百
隻

の
船
を
我
国

へ
向
け
倉
庫
を
建

て
＼
其
慮
に
商
品
を
容

れ
る
そ
れ
も
外
国
か
ら
得
た
も
の
だ
が
其
商
品
の
値
が

彼
等

の
欲
す
る
様
に
騰
貴
す
る
迄
据
置
く
の
で
あ
る
。

然

る
に
英
國
の
船
は
五
十
隻
足
ら
す
し
か
和
蘭

へ
向
ふ

も
の
が
無

い
状
態
に
あ
る
、
.そ
れ
も
大
抵

は
石
炭
を
積

載
す
る
位
の
も
の
で
あ
る
。

伊
太
利
の
ぜ
ノ
ア
は
大
厦
軒
を
な
ら

べ
商
業
殷
盛
で

あ

っ
た
が

一
⊥ハ
%
の
開
枕
を
課
す

る
に
至

っ
て
外
國
貿

雑

録

サ
!

ウ
ナ
ル
・
!

ヲ
レ
あ

報

難

易
に
響

ろ
塵 易

は
衰

へ
我

国

の
船

も
年

に
一二
隻

も
行

か
な

い
よ
う

に

な

つ
だ

、
反

之

フ

ロ

レ
.ソ

ス
は
關

視
が
低

い
の
で
殷
盛

で
あ

る
。
.
.
.

英

国

の
沿
岸

は
鮭

の
産
地

で
あ

る
が
此
漁
業

に
後
事

す

る
も

の
鳳
多

一
和
蘭

人

で
丁
抹
維

威

瑞
典
露
西

亜

に

緋
を
盛

ん
に
輸

出
す

る
、
.然
も
英

図
人
は
殆

ん
ご
之

に
.

關
係

し
で
は
居

な

い
。

ハ
ン
ブ

ル
グ
、

ブ

レ
ー
メ
ン
.、

ヘ

エ
ム
デ
ソ
か
ら
更

起
土
ル
ペ
河
を
溯
り
,式
は

ラ
イ
ン
.河

を
湖

っ
て
フ
ーフ
ン
ク
フ
ル
ト
因

ア
ン
、

"
イ
ン
迄
も
緋
.

を
責
め
に
行
く
が
共
も
和
蘭
人
で
英
国
人
で
な
い
、
神

が
英
国
噴
與

へ
て
呉
れ
た
天
然
の
富
源
を
英
図
人
な
利

用
す

る
事
を
知
ら
な
い
で
和
蘭

人
に
持

っ
て
行
か
れ
て

み
る
の
で
め
る
Q

佛
蘭
西
及
西
班
牙
に
は
葡
萄
ε
撞
ご
が
あ

る
が
其
商

人
は
和
蘭
人
で
あ

っ
て
年
に

一
千
艘

の
船
を
逡

っ
て
葡
.

萄
酒

ε
輔

ε
を
蓮
搬
す

る
が
我
英
國
入
は
此
事
に
は
少

し
も
關
係
し
て
居
な
い
ρ
.

製
材
業
に
於
て
も
織
物
.業
に
於
て
も
和
蘭
は
英
国
よ

り
優
れ
て
居

っ
て
原
料
を
取

っ
て
來
て
之
に
加
工
し
て
.

外
國

へ
賢
出

し
て
利
金
を
得

て
.み
る
、
和
蘭
は

一
年
に

第
十
一巻

(第
二
號

一
三
九
)

二
八
九

げ 「



胃

「

」

雑

録

サ
ー

・
ウ
ナ

ル
タ
ー

・
ラ

レ
ー

の
『和

蘭

貿
易

に
闘
ザ

る
考
露
盤

一
千
艘
の
船
を
造

る
.
然
も
其
材
料
は
外
囲

か
ら
得
た

も
の
で
あ
る
、
.之
に
反
し
て
我
.英
國
は
天
然

の
森
林
に

富
む
か
ら
船
を
造
る
に
容
易
で
あ
b
且

つ
二

千
艘
位
の

船

に
積
む
商
品
も
直
ち
に
集

め
る
事
が
州
來

る
か
ら
盛

「ん
に
航
海
を
緬
…"

る
事
に
よ
っ
て
年

一
年
国
富
を
皿増
潅
　

す

る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
露
西
亜
ざ
は
七
十
年
来

交
通
が
あ
か
殊

に
†
四
年
前
に
は
可
な
b
商
取
引
が
あ

っ
た
が
三
年
前

に
は
唯
四
隻
行

っ
た
の
み
で
あ
る
が
和

.

蘭
は
反
之
二
十
年
前
に
初
め
て
一
.一隻
の
船
が
過

つ
セ
の

で
あ
る
が
此
頃
は
年

々
三
十
隻
乃
至
四
十
隻

の
船
が
通

商
す

る
、
中

に
も
大
き
な
船
は
我
英
国
船
の
二
隻
分
位

な
の
も
あ
る
。
彼
等
は
英
國
の
織
物
ざ
緋
を
持

っ
て
行

く
の
で
あ
る
か
ら
我
国
が
露
西
亜
雇
の
通
商
を
振
興
す

る
に
於
て
は
彼
に
負
け
る
こ
ε
は
な

い
,

く

エ

英
国
で
は
↑
商
人
が
有
利
で
な
.い
事
に
製
造
業
が
完

全
.で
な

い
事
∋
英
国
貨
幣
が
不
良
で
償
値
少
き
事
の
三

原
因
で
貿
易
が
振
は
な

い
の
で
め
る
。
殊
に
第
三
の
原

因
に
よ
っ
て

一
〇
%
か
ら

}
二
%
位
和
蘭
よ
り
も
損
失

が
あ
る
。
.

.

織
物
類
が
白
地
で
ア
ム
・ス
一7
ル
ダ

・
へ
積
出

さ
れ
其

第
十
一
巻

(第
二
號

一
四
〇
)

二
九
〇

、噛

虚
で
染
め
ら
れ
て
西
班
牙
葡
萄
牙
に
輸
送
せ
ら
れ
然
も

其
織
物
に
は
ア
ム
づ
7
ル
ダ

ム
製
の

ア
ー
ク
.が
附
け
ら

れ
て
蜂
債
を
高
め
て
み
る
、
此
等
は
英
国
で
出
来
る
事

で
祐
蘭

の
た
め
に
利
益
を
得
ら
れ
て
居
る
の
だ
か
ら
是
、

非
園
内
工
業
を
盛
ん
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
園
内
工
業

が
盛

ん
に
な
れ
ば
貧
民
が
業
に
就
く
を
得
且

つ
織
物
業
.

で
は
染
料
を
外
国
か
ら
輸
入
し
製
品
を
外
囲
に
出
す

こ
.

ご
に
自
國
の
船
を
使
用
す
れ
ば
其

だ
け
彼
等
海
運
業
者

め
利
盆

ε
も
な
る
の
で
あ
る
q

漁

業
.に
就

い
て
は
互
額

の
出
費
を
し
て
海
岸

に
漁
業

古

を
作
る
事
が
必
要
で
あ
る
、
漁
業
者

に
は
必
要
に
慮

じ
て
金
を
貸

し
與
え
て
漁
船
、
綱
其
他
の
漁
具
を
整
え

し
め
を
事
が
肝
心
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
和
蘭
人
の
侵

入
影
防
ぐ
事
が
出
凍
る
で
あ
ら
う
。

以
上
述

べ
凍

っ
た
庭
を
要
約
す
れ
ば
和
蘭

に
打
勝
ち
.

英
国
の
国
富
を
増
進
す
る
事
が
唯

}
の
目
的
で
あ
っ
て

共
目
的
を
達
す
る
π
め
に
第

一
に
船
を
多
く
作

る
事
ご

園
内
座
業
を
興
す

こ
ど
で
次
で
商
人
に
特
権
を
與
え
て

活
動
せ
し
め
關
税
を
低
下
し
て
通
商
に
便
忙
し
貿
易
の

権
衡
に
よ
っ
て

智
σ
8
部
立
ゆ
切
円
き
9

を
作

っ
て
国
富

.

を
増
進
す
る
に
あ
る
、

一


